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【注】
＊　本文中では原則として『保育環境評価スケール』ではなく，ECERSという原語を用いています。
＊�＊　ECERS-Rと ECERS- 3 の日本語訳は順に，『保育環境評価スケール①幼児版』（2004年初版
発行）と『新・保育環境評価スケール① 3歳以上』（2017年発行）ですが，現在は版権の関係で日
本では後者のみ使用されています。翻訳についてその点を勘案し，日本の読者に理解しやすいよう
に調整しました。




